
【
村
税
及
び
上
下
水
道
料
金
の

滞
納
金
額
に
つ
い
て
】

問
平
成
28
年
度
末
の
現
年
分
並

び
に
滞
納
繰
越
分
に
つ
い
て

の
各
未
収
金
額
や
徴
収
率
は
。

答
村
税
で
は
4
億
8
7
1
1
万

円
、
徴
収
率
は
現
年
分

9
7.
6
％
、
滞
納
分
を
加
え
て

7
5.
3
％
。水
道
使
用
料
の
未
収
金

は
2
9
2
4
万
円
・

収
納
率

9
0.
6
％
。ま
た
、下
水
道
使
用
料
は

現
年
分
が
3
6
5
万
円
・
収
納
率

9
8.
1
％
、滞
納
繰
越
が
7
5
8
万

円・収
納
率
3
1.
6
％
。

問
差
し
押
さ
え
や
、そ
の
換
価
処

分
状
況
は
。

答
村
税
で
は
、滞
納
者
の
給
与
、

賃
借
料
、不
動
産
や
動
産
の
公

売
等
で
換
価
し
た
金
額
は
1
8
6
4
万

円
。上
下
水
道
使
用
料
で
は
27
年
度
に

給
料
の
差
し
押
さ
え
を
実
施
。そ
れ
以

外
は
督
促
・
催
告
状
、給
水
停
止
通
知

の
発
送
、給
付
相
談
の
実
施
に
よ
る
分

納
誓
約
な
ど
。

問
今
後
の
徴
収
業
務
の
取
組
に

つ
い
て
は
。

答
村
税
等
滞
納
整
理
基
本
方
針

を
定
め
、税
務
課
、上
下
水
道

課
の
両
課
で
未
収
金
対
象
者
の
情
報

を
共
有
し
、連
携
し
た
徴
収
業
務
を
進

め
る
。ま
た
、平
成
30
年
よ
り
給
与
所

得
者
は
長
野
県
下
一
斉
に
住
民
税
が

原
則
特
別
徴
収
と
な
る
こ
と
か
ら
、県

と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
む
。更
に
、

納
付
に
つ
い
て
は
口
座
振
替
を
推
進

し
、コ
ン
ビ
ニ
収
納
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
収

納
は
、課
ご
と
に
実
施
し
て
い
る
が
、

一
元
的
に
お
こ
な
え
る
よ
う
検
討
す
る
。

問
28
年
度
の
不
納
欠
損
処
理
は
。

答
村
税
で
約
6
6
9
5
万
円
、上
下

水
道
料
で
約
40
万
円
を
予
定
。

答

問 特産品への
補助金効果は
ゆくゆく、特産品に
なれば補助金の効果は
ある。

【
特
産
品
開
発
に
つ
い
て
】

問
特
産
品
開
発
等
活
動
事
業
の

補
助
さ
れ
る
交
付
金
に
つ
い

て
、過
去
4
年
間
に
利
用
し
た
事
業
者

数
及
び
年
度
ご
と
の
金
額
は
。ま
た
、

同
一
事
業
者
の
複
数
年
利
用
は
。

答
25
年
度
6
団
体
2
0
8
万
円
、

26
年
度
4
団
体
1
1
6
万
円
、

27
年
度
4
団
体
1
6
1
万
円
、28
年
度

2
5
5
万
円
。同
一
事
業
者
の
複
数
年

利
用
は
6
団
体
。

問
主
な
事
業
内
容
と
検
証
結
果

は
。

答
陸
わ
さ
び
、ほ
お
ず
き
、行
者

に
ん
に
く
の
栽
培
や
加
工
、味

噌
や
ビ
ー
ル
の
製
造
が
主
な
も
の
。特

産
品
開
発
補
助
事
業
効
果
調
書
に
よ

り
、各
団
体
へ
現
地
調
査
を
実
施
し
、

そ
の
結
果
、栽
培
面
積
や
収
量
、売
上

も
上
っ
て
い
る
。

問
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
は
。

答
毎
年
申
請
交
付
さ
れ
た
事
業

の
検
証
と
、更
に
は
申
請
時
に

今
後
5
年
程
度
の
計
画
や
目
標
な
ど

説
明
が
必
要
。交
付
要
綱
の
見
直
し
も

含
め
適
正
に
事
務
執
行
に
努
め
る
。

答

問 人手や人材不足に
ついての認識は
観光事業者を中心に
苦慮していると聞く

【
人
手
や
人
材
不
足
と
雇
用
に

つ
い
て
】

問
人
手
や
人
材
不
足
へ
の
対
応

は
。

答
有
効
求
人
倍
率
は
季
節
変
動

が
大
き
い
と
認
識
し
て
い
る
。

労
働
力
の
流
失
防
止
や
移
住
定
住
の

促
進
、民
間・
企
業
関
の
連
携
協
定
、更

に
は
、そ
れ
ら
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す

る
機
関
の
設
置
な
ど
、行
政
と
し
て

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
。

問
事
業
者
な
ど
へ
補
助
事
業
を

活
用
し
た
、65
歳
以
上
74
歳
ま

で
の
経
験
豊
か
な
人
材
の
再
雇
用
を

行
政
側
か
ら
働
き
か
け
る
考
え
は
。

答
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

平
成
28
年
度
末
の
滞
納
金
額
は

総
額
約
５
億
２
４
０
０
万
円

答 問
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